
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 2 科目 3 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○

1 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

1 ○ ○

授業科目

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

プログラムを構成する以下授業科目は東京学芸大学教育学部共通の必修科目であり、当該科目の単位を修得することが卒業要
件の一部となっている。
「ＡＩ時代の情報」は１年次必修科目であり、2単位の講義科目、計14回（各回100分）として開設している。
「教育のためのデータサイエンス」は２年次必修科目であり、1単位の講義科目、計7回（各回100分）として開設している。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活
と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツー
ルになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

ＡＩ時代の情報

教育のためのデータサイエンス

授業科目

様式１

授業科目

ＡＩ時代の情報

授業科目

東京学芸大学

「教育のためのＣＳ・ＤＳ・ＡＩ関連スキル」学修プログラム

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

ＡＩ時代の情報

教育のためのデータサイエンス

令和６年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

学部・学科によって、修了要件は相違しない

ＡＩ時代の情報

教育のためのデータサイエンス

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、
データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

3-1

3-2

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といっ
た数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目

AI時代の情報

授業科目
4‐3データ構造とプログラミング基礎

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

ＡＩ時代の情報

教育のためのデータサイエンス

授業科目

教育のためのデータサイエンス 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

授業に含まれている内容・要素

・情報セキュリティの3要素　「AI時代の情報」（4回目）
・アクセス制御　「AI時代の情報」（3回目）
・暗号化と復号、悪意ある情報搾取　「AI時代の情報」（2回目）
・ユーザ認証、パスワード　「AI時代の情報」（1回目）

・倫理的・法的・社会的課題、個人情報保護、忘れられる権利、オプトアウト、データ倫理　「AI時代の情報」（4回目）
・AI社会原則、生成AIの留意事項　「AI時代の情報」（12回目）　「教育のためのデータサイエンス」（7回目）

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、データ
駆動型社会等）に深く
寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

講義内容

・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI、計算機の処理性能の向上、第4 次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会　「AI時代の情報」（4回目）

・AI最新技術の活用例　「AI時代の情報」（12回目）

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ、1次データ、2次データ　「ＡＩ時代の情報」（10回目）
・データのオープン化　「教育のためのデータサイエンス」（2回目）

・データ・AI活用領域の広がり、生成AIの応用　「AI時代の情報」（4回目）
・マルチモーダル、生成AIの活用　「AI時代の情報」（12回目）
・仮説検証、知識発見、原因究明　「教育のためのデータサイエンス」（1,3,5回目）

・データ可視化　「AI時代の情報」（10回目）
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ　「AI時代の情報」（4回目）
・データ解析、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション　「教育のためのデータサイエンス」（5回目）

・データサイエンスのサイクル　「教育のためのデータサイエンス」（1,3,4,5回目）
・教育におけるデータ・AI利活用事例紹介　「教育のためのデータサイエンス」（7回目）

授業科目
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2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

〇教員及び教育支援者として、情報及び情報通信技術を適切かつ効果的に活用しながら、問題を発見・解決したり自分の考えを
形成したりしていくために必要な知識と技術を身に付ける。
〇現代社会におけるデータサイエンス・AIの役割を理解し、情報通信技術を利用して初歩的なデータ分析ができるようになる。
〇データを用いた資料等を使いこなし，学校教育および教育支援の場で，根拠に基づく指導の改善や子どもたちとの関わりの工
夫を実践するための基礎的素養を身に付ける。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの種類、データの分布(ヒストグラム)と代表値、代表値の性質の違い　「AI時代の情報」（10回目）　「教育のためのデータサイエンス」
（1,2回目）
・データのばらつき、外れ値　「AI時代の情報」（10回目）　「教育のためのデータサイエンス」（1,2,4,5回目）
・相関と因果　「AI時代の情報」（10回目）　「教育のためのデータサイエンス」（1,2,4回目）
・観測データに含まれる誤差の扱い、打ち切りや欠測脱落を含むデータ、層別の必要なデータ　「AI時代の情報」（10回目）「教育のための
データサイエンス」（5回目）
・母集団と標本抽出　「ＡＩ時代の情報」（11回目）
・統計情報の正しい理解　「AI時代の情報」（10回目）　「教育のためのデータサイエンス」（2回目）
・優れた可視化事例の紹介　「教育のためのデータサイエンス」（2,4回目）

・データ表現　「AI時代の情報」（10回目）　「教育のためのデータサイエンス」（2,4,5回目）
・データの比較　「ＡＩ時代の情報」（11回目）　「教育のためのデータサイエンス」（3回目）
・不適切なグラフ表現　「AI時代の情報」（10回目）　「教育のためのデータサイエンス」（2回目）
・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方　「AI時代の情報」（9回目）

・データの取得　「AI時代の情報」（10回目）　「教育のためのデータサイエンス」（3,5回目）
・データの集計　「AI時代の情報」（10回目）　「教育のためのデータサイエンス」（2,4回目）
・データの並び替え、ランキング　「AI時代の情報」（10回目）
・データ解析ツール　「AI時代の情報」（10回目）　「教育のためのデータサイエンス」（4回目）
・表形式のデータ　「AI時代の情報」（10回目）　「教育のためのデータサイエンス」（5回目）
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様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 1835 人 女性 2564 人 （ 合計 4399 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

教育学部学校教育教員養成課程（R5～） 1,726 825 1,650 866 794 852 0 1,718 104%

教育学部教育支援課程（R5～） 387 185 370 193 168 180 0 373 101%

教育学部学校教育系（～R4） 1,868 825 1,650 0 0 0 0 0 0%

教育学部教育支援系（～R4） 418 185 370 0 0 0 0 0 0%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 4,399 2,020 4,040 1,059 962 1,032 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,091 52%

令和5年度 令和4年度

東京学芸大学

令和3年度

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和５

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和6年度 履修者数
合計 履修率学生数

令和2年度 令和元年度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 841 人 （非常勤） 479 人

② プログラムの授業を教えている教員数 16 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

東京学芸大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

国立大学法人東京学芸大学カリキュラム改革推進本部ＩＣＴ関連科目授業運営部会要項

本学カリキュラムにおけるICT関連科目の授業運営の円滑化に資するため、専門的事項につ
いて検討を行い、もって本学カリキュラムの充実に寄与することを目的とする。
上記目的を達成するため、「教育のためのＣＳ・ＤＳ・ＡＩ関連スキル」学修プログラムにおいて
は、以下に掲げる業務を行う。
①当該プログラムを構成する授業科目の運営、改善等に関する事項を検討する。
②当該プログラムの点検及び評価を行い、その結果を公表する。

小嶋　茂稔（副学長（学部教育・連合大学院担当））
佐々木　幸寿（理事・副学長（教育・研究担当））
竹内　伸子（ICT／情報基盤センター長、自然科学系　教授）
櫨山　淳雄（自然科学系　教授）
南葉　宗弘（自然科学系　准教授）
登本　洋子（教職大学院　准教授）
加藤　直樹（ICT／情報基盤センター　教授）
木村　守（人文社会科学系長　教授、カリキュラム改革推進本部員）
堀田　龍也（学長特別補佐、教職大学院　教授）
西村　圭一（学長補佐、教職大学院　教授）
山下　雅代（先端教育人材育成推進機構　准教授）
後藤　智和（学務課長）

カリキュラム改革推進本部ＩＣＴ関連科目授業運営部会

小嶋　茂稔 副学長

加藤　直樹 教授

(常勤）
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 100%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 4,040

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

具体的な計画

100%

「ＡＩ時代の情報」は、教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目「数理、データ活用及
び人工知能に関する科目　又は　情報機器の操作」に該当する科目として、従来、科目区分
「教養科目」の必修科目として設定していた「情報」の授業を、今回の教育プログラムに合わせ
て教授内容を改善したものであり、令和５年度以降も引き続き全学の必修科目として卒業要件
に含めているものである。

「教育のためのデータサイエンス」は、令和５年度に本学が「教員養成フラッグシップ大学」の
指定を受けたことで新設した科目区分「教育創成科目」の必修科目として設定しており、全学
の必修科目として卒業要件に含めているものである。

「ＡＩ時代の情報」及び「教育のためのデータサイエンス」は必修科目であるため、必ず標準開
設学期に履修するよう履修指導を行っている。

52%

100%

75%

令和５年度のカリキュラムより学部学生全員の必修科目としているため、学年進行の完成
年度（令和８年度）には履修率は100%となる予定である。
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

ＩＣＴ関連科目授業運営部会では「情報アシスタント制度」を運用しており、本学学部生・大学院
生を面接を経て情報アシスタントとして任命し、「ＡＩ時代の情報」等のICT関連科目の授業補助
を実施している。
⑫に記載の授業補助を行い、授業についていけない学生をできる限り少なくするようサポート
体制を整えている。
また、「教育のためのデータサイエンス」では、授業にTAを配置し、授業についていけない学生
を少なくするサポートを行うとともに、試験的にＡＩフィードバックの仕組みを取り入れており、受
講生がＡＩとの対話をとおして主体的に授業の振り返り、学習状況への客観的な自己評価およ
び復習を行えるような体制を整えている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

情報アシスタント制度の授業補助の内容として、授業中の質問対応や演習補助を含んでいる
ため、受講者をリアルタイムでサポートできる仕組みとなっている。
また、授業期間中は附属図書館に相談窓口を設置し、情報アシスタントが相談業務に当たっ
ており、さらに年間をとおしてオンライン相談窓口も設けているため、授業時間外であっても受
講生をサポートできる仕組みとなっている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 東京学芸大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 小嶋　茂稔 （役職名） 副学長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

「ＡＩ時代の情報」「教育のためのデータサイエンス」のいずれについても、受講者全員による授業評価アンケートを実施
しており、回答項目のうち「授業の目標に応じた知識や能力が身についた。」という問いに対して、いずれの科目におい
ても70%以上が「とてもそう思う」・「そう思う」と回答したことから、大半の学生は授業で身につけるべき能力を修得した
と評価できる。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

「ＡＩ時代の情報」は令和５年度より１年生の必修科目として開設した。令和５年度の１年生の履修率はほぼ100%（1,054
人中1,053人が履修）であり、単位修得率は96.1%（1,053人中1,012人が合格）であった。また、令和６年度の１年生の履
修率もほぼ100%（1,061人中1,059人が履修）であり、単位修得率は96.6%（1,059人中1,023人が合格）であった。

「教育のためのデータサイエンス」は令和６年度より２年生の必修科目として開設した。令和６年度の２年生の履修率
は97.9%（1,054人中1,032人が履修）であり、単位修得率は93.7%（1,032人中967人が合格）であった。

プログラム（リテラシーレベル）の履修・修得状況として、「ＡＩ時代の情報」および「教育のためのデータサイエンス」の
両方を履修した人数（令和５年度入学生）の割合は97.9%（1,054人中1,032人）であった。そのうち両科目を修得した人
数の割合は93.2%（1,032人中962人）であった。
プログラムが発足し、２年目で初めて修了者が出たところであるが、令和５年度入学生1,054人のうち、プログラム修了
者数は962人で、現在のところ修了率は91.2%となっている。両科目とも卒業に必要な単位として設定しているため、令
和５年度入学生が卒業する際には、プログラム（リテラシーレベル）修了率は100%となる。

カリキュラム改革推進本部ＩＣＴ関連科目授業運営部会

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

「学修成果」欄で記載した内容に加え、「授業の進む速さや内容の量は適切だった。」という問いに対して、いずれの科
目も65%以上が「とてもそう思う」・「そう思う」と回答した。比較的高い数値だと評価できるが、授業の進行速度や授業で
扱う資料などを見直し、70%以上の学生が理解できたと感じられるよう工夫していきたい。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

「ＡＩ時代の情報」「教育のためのデータサイエンス」は必修科目であるため、受講者から他の学生への推奨を必要とし
ない。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

令和５年度カリキュラム以降、「ＡＩ時代の情報」は１年次生の必修科目であり、「教育のためのデータサイエンス」は２
年次生の必修科目であるため、カリキュラムの完成年度である令和８年度以降においては、全学生にとっての必修科
目となる。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

令和７年度入学試験より大学入学共通テストにて「情報Ⅰ」が実施され、本学の一般入試では教育学部全課程におい
て必須としているため、高等学校での「情報Ⅰ」の習得状況を加味した上で、アンケート調査などを活用し、教授内容
や難易度設定を都度見直していくことを検討している。

また、「AI時代の情報」「教育のためのデータサイエンス」の教授内容は、先端教育人材育成推進機構データ駆動型教
育創成ユニットにおいて研究も実施しており、その成果をもとに技術の発展に合わせるなど専門性も担保していく。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本プログラムは令和５年度入学生から開始したため、プログラムを修了した卒業生はまだおらず、令和９年３月卒業生
が初めてプログラム修了者＝卒業生となる。
一方、本学では卒業後の追跡調査を定期的に実施しており、過去の卒業生からは大学生活の中で身につけておきた
かった能力として「ＩＣＴを活用する力」という意見も一定数あったため、プログラム修了者が調査対象となった際は「身
につけることができた」と評価されることを期待するとともに、卒業生の意見を踏まえ授業改善を検討したい。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

本学では近接する小金井市・国分寺市・小平市で「東京学芸大学・３市連携ＩＴ活用コンソーシアム」を形成しており、教
育現場におけるニーズを確認した上で、教育人材養成により適したプログラムとなるよう反映させていくことを予定して
いる。

また、データサイエンス分野に関して、さいたま市教育委員会と連携し、先導的教育プログラム研究開発に参画すると
ともに、一部の教材を教員研修へ提供している。教育現場でのデータサイエンスの活用状況や課題を確認しながら、
教育人材育成に必要なプログラムになっているかどうかを確認し、問題があればブラッシュアップをかけていくことを予
定している。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

本学では、学生が自身の学習履歴を振り返る仕組みとして「TGUポートフォリオ」というシステムを導入しており、その
中で必修２科目を修得した学生に対してはプログラムを修了した旨を表示し、プログラムの履修をとおして得られたス
キル等を可視化できるよう計画している（令和７年度内実装予定）。今回の申請が認められた場合は、「MDASHリテラ
シーレベル」を修得した旨、マークを含めて可視化できるようにしたい。

また、「教育のためのデータサイエンス」においては、シミュレータ等を開発し、大規模ハイブリッド講義においても自分
でデータを取り分析する学習活動を取り入れ、主体的な学びとなるよう工夫しているものの、グループ活動の方法につ
いては課題もあり、今後検討をしていく。
加えて、ＡＩを用いたフィードバックを学生一人一人に返し、個別最適な学びを促しているものの、一部の学生から「長す
ぎる」などの不満の声も上がっている。そうした不満の解消に向け、個々人の好みに応じたフィードバックを返せるよ
う、プロンプトの選択ができるようにシステムを改修する予定である。



科目コード  

科目名  

担当教員  

対象学年  

クラス  ０１  ～　２１ 講義室  Ｓ３０５　  他

開講学期  春学期  開講時期  春学期  

曜日・時限  月３  他 単位区分  必修  

授業形態  講義  単位数  2 

受講対象 

備考 

ナンバリング  

ねらいと目標

内容

テキスト

参考文献

成績評価方法

授業時間外における学習方法

授業のキーワード

受講補足（履修制限等）

学生へのメッセージ

実務経験のある教員による科目

授業実施上の特記事項

その他

対象：全学部生

70000300 

ＡＩ時代の情報  

櫨山　淳雄  　外計１４名

1年  

総合学芸領域：必修共通 

授業時間中に指示する。 

授業時間中に指示する。 

授業回毎に課すミニレポートやコメントシート(70%)，および学期期間中に課す課題に対する成果物(30%)により
総合的に評価する。
出席が2/3に満たない場合や課題に対する成果物が未提出の場合，失格とする。 

111981 

情報化社会における技術の発展やそれに伴う社会の変化に対し、主体的に対応できる能力と態度を育成する。
・教員及び教育支援者として、情報及び情報通信技術を適切かつ効果的に活用しながら、問題を発見・解決した
り自分の考えを形成したりしていくために必要な知識と技術を身に付ける。
・現代社会におけるデータサイエンス・AI の役割を理解し、情報通信技術を利用して初歩的なデータ分析ができ
るようになる。

本授業科目は教育職員免許法上の「情報機器の操作」に対応し、教員及び教育支援者として必要な情報通信機器
の操作を題材とした実習を含んだ授業形態をとる。ただし、ワードプロセッサや表計算等のアプリケーションソ
フトウェアの具体的な使用方法を教授する授業ではなく、コンピュータサイエンスやデータサイエンス、情報通
信技術（ICT）、人工知能（AI）にまつわる概念や原理を説明し、それらを履修者が深く理解したり適切かつ効果
的に活用したりすることができるようになるための実習を行う。 

ただし，授業の進行により変更になる場合がある。  

授業スケジュール（展開計画）

第１回：オリエンテーション，資源と認証

第２回：インターネットの仕組みとセキュリティの基本

第３回：クラウドコンピューティング

第４回：現代社会における情報通信技術の活用

第５回：コンピューターの仕組み

第６回：コンピュータにおける数・文字の表現

第７回：コンピュータにおける音・画像・映像の表現

第８回：コンピュータプログラミング

第９回：コンピュータによる情報発信・伝達

第１０回：コンピュータによるデータの可視化

第１１回：コンピュータによるデータ分析

第１２回：AI・生成AI の活用

第１３回：総合演習

第１４回：まとめ，教育の情報化の概要

予習・復習として，授業で紹介したテキストや参考文献，授業で出てきたキーワードを元に関連するwebサイト
等の情報を読み，授業で学んだ知識を深化すると共に，関連知識の習得を試みてください．

教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目, 情報機器の操作, アクティブ・ラーニング, チームアプロー
チ, IT, ICT活用, グループ学習, ディスカッション ,コンピュータサイエンス,データサイエンス ,AI

ノートパソコンを持参すること



科目コード  

科目名  

担当教員  

対象学年  

クラス  ０１  ～　０８ 講義室  Ｃ４０２　  他

開講学期  春学期  開講時期  春学期  

曜日・時限  月３  他 単位区分  必修  

授業形態  講義  単位数  1

受講対象 

備考 

ナンバリング  

ねらいと目標

内容

テキスト

参考文献

成績評価方法

授業スケジュール（展開計画）

授業時間外における学習方法

1.オリエンテーション（データサイエンスと教育、データサイエンスとは、など）
2.公的統計を使って人口問題について考えてみよう（外れ値、相関分析とその注意点など）
3.キャラクターをデータに基づいて改善してみよう（アンケート調査、要因配置実験）
4.成績データを読んでみよう（データの変換、散布図の読み取り、エクセルの操作など）
5.コインの停止位置を制御しよう（単回帰分析、ばらつきのタイプ）
6.AIの基本的な仕組みとその活用について知ろう（様々なAIアプリ）
7.AIのリテラシとまとめ （活用時の注意点と講義の振り返り）

AIによるフィードバックの勧めに応じて復習したり学びを深めたり、授業で扱った内容について、自分でデータ
を使って分析してみるなど、手を動かして理解を深めるための学習を行うこと（100分程度）。

授業時間中に指示する。 

・岸学・吉田裕明（2010）ツールとしての統計分析―Excelの基本からデータ入力・集計・分析まで．オーム社
・涌井 良幸, 涌井 貞美 （2015）『統計学の図鑑』，技術評論社
・美馬のゆり（2024）AIの世界へようこそ: 未来を変えるあなたへ，Gakken

80%：毎回出される課題とアンケートへの回答状況
20%：グループワークへの参加状況など

 142981

常に変革が求められ，情報が高い価値を持つデジタル社会の到来を踏まえ，データを用いた資料等を使いこな
し，学校教育の場で，根拠に基づく指導の改善や子どもたちとの関わりの工夫を実践するための基礎的素養を身
につけることをねらいとする。
習得を目指すレベルはリテラシーレベルであり，さまざまな教育課題についてデータをもとに正しく考える態度
を身につけることを目指す。具体的には，①データを集める力，②データで伝える力，③データを使う力，④
データをよむ力の４つの力を身に着け，これら4つの力を活用し価値の実現に向けて身近な問題を解決するイメー
ジをもつことを目標とする。本授業の学びを通じて，データサイエンスや人工知能（AI）についてより専門的に
学ぶための基礎を形成する。

＜目標＞
データサイエンスに関する基本的な考え方や知識・技能を身につけ，それを教育の場で適切に利活用できるよう
になるため，以下の力を習得する授業を行う。
①データを採る力：データの種類，性質などを理解し，データを適切に取得するための技法や考え方を理解して
いる。
②データで伝える力：データで伝えることの意味を理解し，データの性質に応じた効果的かつ誤解のない視覚表
現をすることができる。
③データを使う力：データから何ができるかを理解し，適切にデータを変換し，データに基づいて意思決定をす
る事ができる。多様な分析の方法があることを理解できる。
④データをよむ力：視覚表現されたデータを正確に読み取る事ができる。分析の目的に応じた着眼点を持つこと
ができる。
⑤データを活用して価値を実現する力：①～④の力を基盤として、問題解決プロセスを理解し、価値抽出を行う
ことや価値実現につなげることをイメージできる。

授業の内容はあくまでリテラシーレベルのものとし，高校までに習うような基本的な手法への理解を深め，デー
タの取得・分析力の育成を目指す。授業では，学校教育の場を想定した実データの分析やグループワークなどを
積極的に行う。

対象：全学部生

 70100500

教育のためのデータサイエンス

山下　雅代    　外計３名

２年  

 教育創成科目：必修共通



授業のキーワード

受講補足（履修制限等）

学生へのメッセージ

実務経験のある教員による科目

授業実施上の特記事項

その他

アクティブ・ラーニング，ICT活用

特になし

データサイエンスは、現代社会において分野を問わず必要な学問です。
データサイエンス人材はどんな分野においても重宝されます。
苦手な人も多いかもしれませんが、前向きに受講し、実力をつけて頂けるとうれしいです。

○

初回講義は対面で行うので、全員指定の教室に集合すること
2回目以降は、Teamsによるオンラインと対面のハイブリッド型講義となるため、教室への集合は任意とする



2023 Study Guide 
 

 
[ ] 

 

 
 
 

 
 
 
 

 

2023
Study G

uide

［
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
］

令
和
５
年
度
入
学
生
用

東
京
学
芸
大
学



- 13 -



������������























取組概要

東京学芸大学大学等名

「教育のためのＣＳ・ＤＳ・ＡＩ関連スキル」学修プログラム教育プログラム名

リテラシーレベル申請レベル

令和７年度申請年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用
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